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 (2022.4改正)

＜別紙１＞

①第三者評価機関名

②施設・事業所情報

名称：

代表者氏名： 90  (91 ) 名

所在地：

TEL：

　職員数 常勤職員： 17 名 13 名

　専門職員 保育士 24 名 2 名

看護師 0 名 2 名

用務員 0 名

　施設・設備
　の概要

居室数： 設備等：

③理念・基本方針

栄養士

調理員

非常勤職員：

保育室5室、調理室、
事務室、休憩室、会議室、
医務室、倉庫、園庭

　神社の鎮守の森を保育の庭に、豊かな自然の中で、子どもの育ちを助け、保護者の家庭を見守り、
社会全体で子どもを支えていくことを理念に考え、保育所保育指針を基本として年齢ごとに指導計画
をたて、保育士をはじめ、管理栄養士や調理師など専門性を有した職員がひとりひとりの発達過程を
大切に、また保護者の方とも連携し家庭と一体となり、心身ともに豊かな子ども、思いやりのある子
ども、自分で自ら考えることができる子どもに育てていく。

種別：

　経営法人・設置主体（法人名等）：

　開設年月日

ホームページ：

245-0012

http://www.ans.co.jp/n/gory
ou/

園長 小澤　恵一

神奈川県横浜市泉区中田北3-42-2

社会福祉法人　御霊神社幼児園

1968年4月1日

045-804-7516

定員（利用人数）：

第三者評価結果報告書

株式会社　学研データサービス

駐車場

【施設・事業所の概要】

御霊神社保育園 認可保育園
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④施設・事業所の特徴的な取組

⑤第三者評価の受審状況

1 回 （ 2017 年度）

⑥総評

◇特長や今後期待される点

◆保育の質の向上を目ざして職員全体で取り組んでいます
　園は職員の定着率が良く、ほとんどの職員が育児休暇取得後に復帰するなど、互いに協力し合って保育を行
う環境が構築されています。食育活動では栄養士と保育士が連携を図り、子どもが楽しみなが食に対する興
味、関心が持てるよう、さまざまな活動を立案して実施につなげています。職員会議ではファシリテーション
を取り入れて、積極的に意見交換を行いながら、互いの保育観ややりたい保育を伝え合い、より良い保育内容
や環境設定について話し合っています。カウンセリングや障がいのある子どもの保育についての外部研修にも
意欲的に参加するなど、個々のスキルアップを図るとともに、園の目ざす保育の実現に向けて職員全体で取り
組んでいます。

　園は、横浜市営地下鉄ブルーライン「中田」駅より徒歩15分ほどの神社の敷地内にあります。
　設立は、1968年4月1日で、定員は90名となっています。
　木々豊かな神社の敷地内という自然に囲まれた静かな環境の中で、子どもたちは広い園庭と神社の
境内で、花や樹木に触れ、虫取りや落ち葉拾いを楽しむなど、四季を感じながら、成長しています。
　4、5歳児クラスでは、外部の指導者による絵画製作や英会話レッスンを活動の中に取り入れてい
ます。絵画製作では、子どもが日常の中で何かを発見したり、感動したりしたことを表現できるよう
指導を行っています。英会話レッスンでは、楽しみながら英語に親しみ、小学校の英語の授業に備え
るとともに、国際社会に興味を広げられるよう指導を行っています。
　神社の節分行事では、4、5歳児クラスの子どもたちが、職員が作った裃(かみしも)や袴を付けて、
拝殿から豆まきを行うなど、環境を生かした貴重な体験ができるようにしています。
　給食食材は、調味料を含め、国産のものを使用するなど、安全性を重視して食材選びを行ってお
り、子どもたちが安心しておいしい食事ができるよう配慮しています。

　園では、子どもが自分で考えて行動できる力を身につけられるよう、環境整備を行って保育にあたっていま
す。各保育室では、子どもが自分で好きなおもちゃを取り出したり、片付けたりしやすいよう収納方法を工夫
し、マットなどを用いてコーナー設定を行い、子どもが自分で考えて遊びを展開できるようにしています。基
本的な生活習慣の習得にあたっては、子どものやる気を尊重してさりげない援助を行っています。3～5歳児ク
ラスでは、縦割りグループでの活動を取り入れて、グループ名を自分たちで考えて決めたり、園庭遊びをみん
なで考えたりしています。職員は子どもの様子を見守りながら、子どもの主体性を大切にして保育を実施して
います。

◆子どもの主体性を大切にした保育を実践しています

（契約日）～

2023年1月13日 （評価結果確定日）

　評価実施期間 2022年6月23日

　受審回数（前回の受審時期）
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⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント

⑧第三者評価結果

　　別紙２のとおり

　５年ぶりに第三者評価を受審いたしましたが、評価項目も大きく変わり、社会福祉法人が地域の
ニーズを把握し貢献しているかが、評価の主となりました。本来であれば、園児が保護者の方と登降
園する様子や園で過ごしている実際の様子を見ていただきたいと思いました。今回の評価を受けて、
思ったのは保護者アンケートで、園としての思いが伝わってない、また、逆にもう少し頑張らなくて
はと思っている部分で、良い評価を頂いている部分も多々あり非常に参考になりました。現在の社会
福祉法人の役割も理解していますので、地域のニーズに貢献できる方法を法人として考え進めていき
たいと考えています。また、今回お忙しい中、アンケートにご協力頂きました、保護者の方、ありが
とうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御霊神社保育園　園長　小澤恵一


